数ヵ月後、俺はまたあの店にいた。あれから何度も通い、更なる快感を求めていた。そこで、今回はＧＴＳコースというものにチャレンジしてみることにした。迫力が段違いだそうで、コアなファンが多いこの店の中でもさらに特別なものらしい。

　今日はまるで中学生のような幼い見た目の女子高生、ＢＥＲＵを指名することにする。もちろん、制服で。
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　いつものように面接を終え、新たなチャレンジに期待しながら部屋に入る。そこには、ちょっとした街のようなセットが用意されていた。この中で巨人となったＢＥＲＵと楽しい時間を過ごすというわけだ。俺が依頼した今回のシナリオは、街に隠れた俺を探しだし、

踏み潰すというシンプルなものだった。もちろん遊びだから、見つかりやすいところに隠れるのだが。待つこと数分、規則的な大地の震動とともに街のはずれに巨大なＢＥＲＵがやってきた。

「あれえ？どこに隠れたんだろう？でもすぐに見つけ出して踏み潰しちゃうからね♪」　
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すごい大きさだ。まるで怪獣のよう。見つかる恐怖と期待で胸が高鳴っている。しばらくその場であたりを見回し、ついに巨大な足を踏み出した。ずしいいん！俺がいる場所は、スタート地点からは見えないが、少しでも動けばあっという間に見つかってしまう場所だ。

目の前の交差点に、地響きとともに巨大な足が踏みおろされる。ずしいいん！今日は白いハイソックスを履いてくれている。そしてついに見つけられてしまった。

「みいつけた！そんなので隠れたつもり？上から見たらばればれだよ？」
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「それじゃあこの大きな足でプチって踏み潰してあげるね☆どうやって踏もうかなあ♪思いっきり一息に踏む？それともゆっくり踵で押しつぶそっかなあ？それともつま先でにじにじしちゃおっか？・・・決めた！いっくよお～♪」

巨大な足が中に浮き上がっていく。そして仰向けに寝転んだ俺の上にかざされる。[image: image4.jpg]



「えいっ☆」

勢いよく足が踏み降ろされた。ずっしいいん！しかしおれは無事だった。かかとは完全に地面についていたがわずかに浮いたつま先側にいた。
「そんなにすぐに終わりになんかしてあげないよ？これからたっぷりとこの足でもてあそんであげる♪」
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つま先がわずかに重さを増した。とてつもない大きさだ。やさしく、まるで足の裏でなでるかのように左右に動き、俺はその感触に身をゆだねる。そうしているうちに時間がたった。俺の上から足がどけられ、明るくなる。
「そろそろおしまいの時間だよ。ぺしゃんこに踏み潰してしてあげるね☆」

再び空が巨大な足裏で覆われる。そして今度はゆっくりと降りてくる。

「ほらほら、踏み潰しちゃうぞお・・・」

足裏がゆっくりと体にのしかかる。少しずつ重さが増していく。

「こうやってゆっくりゆっくり踏み潰すとなかなか気絶しないんだよ♪ほら、もっと体重掛けちゃうよ～♪」
今まで経験したことのないすさまじい重さ。

「全体重乗せるね・・えいっ☆あれえ？まだ意識あるんだ！すごいねえ。それじゃあとどめだ♪踏みにじってあげる！また踏み潰されにきてね！ばいばい！」

すさまじい重さの足が左右にひねるように動き・・・ついに気を失った。

「どうでした？楽しかったですか？またやりましょうね。」

ところで、前から訊きたかったんだが。小さい人間を踏み潰すのって気持ちいいの？

「そんな恥ずかしいこと・・・言えないです」

いいじゃない、教えてよ。
「・・・えと・・とっても気持ちいいです・・だからまた踏み潰させてくださいね♪みんなで待ってます♪」

　

つづく？
